
I
C
T
を
活
用
し
た
小
学
校
社
会
科
教
材
開
発

和
　
田
　
幸
　
司

一
　
は
じ
め
に

I
C
T
　
（
H
n
P
r
m
a
t
i
O
n
 
a
ロ
d
 
C
O
m
m
u
n
i
c
a
t
i
O
n
 
T
e
c
h
ロ
0
－
0
喝
）
と
は
、
情
報
・
通
信
に
関
連
す
る
技
術
一
般
の
総
称
で
あ

る
。
従
来
、
用
い
ら
れ
て
き
た
I
T
（
H
n
P
r
m
a
t
i
O
n
T
e
c
h
n
0
－
0
喝
）
と
は
ぼ
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
I
T
」
に
替

わ
る
表
現
と
し
て
日
本
で
も
定
着
し
て
い
る
。
I
C
T
は
、
I
T
の
　
「
情
報
」
　
に
加
え
て
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
性
が
表
現
さ

れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

教
育
の
情
報
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
近
年
、
I
C
T
教
育
の
実
践
は
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
小
学
校
に
お
け
る

I
C
T
教
育
と
し
て
、
稲
垣
忠
氏
は
、
「
ス
キ
ル
と
し
て
の
I
C
T
教
育
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
I
C
T
教
育
」
「
教

科
に
お
け
る
I
C
T
教
育
」
に
類
別
し
、
そ
の
教
育
実
践
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
。
特
に
、
「
教
科
に
お
け
る
I
C
T
活
用
」
で
は
、

様
々
な
組
織
に
よ
る
リ
ソ
ー
ス
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
を
考
察
し
、
身
近
な
N
H
K
に
よ
る
放
送
教
材
の
提
供
を
高
く
評
価
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
教
材
選
択
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
教
材
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

本
小
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た
二
事
例
の
教
材
開
発
お
よ
び
教
材
活

用
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
中
世
職
能
民
を
事
例
と
し
た
小
学
校
社
会
科
教
材
の
開
発

（
一
）
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
構
成

小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
民
衆
に
視
点
を
お
い
た
歴
史
学
習
は
、
大
き
な
変
革
期
に
き
て
い
る
。
各
地
区
で
実
践
事
例
集
や
テ
キ

ハ
ー

ス
ト
作
成
が
意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
例
証
の
ひ
と
つ
で
あ
有
。
中
世
都
市
論
に
お
け
る
研
究
成
果
や
部
落
史
研
究

の
研
究
成
果
を
、
授
業
の
中
に
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
く
か
が
現
在
、
問
わ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

3

注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
川
正
明
氏
に
よ
る
著
書
『
部
落
史
に
学
ぶ
』
で
あ
か
。
本
書
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
『
部
落
史
に

学
ぶ
－
新
た
な
見
方
・
考
え
方
に
た
っ
た
学
習
の
展
開
－
』
、
『
部
落
史
に
学
ぶ
2
－
歴
史
と
出
会
い
未
来
を
語
る
多
様
な
学
習
プ
ラ

4

ン
ー
』
か
ら
な
っ
て
い
る
。
氏
の
提
案
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
次
頁
の
表
1
に
ま
と
め
か
。

表
1
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
氏
は
こ
れ
ま
で
よ
く
あ
り
が
ち
で
あ
っ
た
近
世
か
ら
の
部
落
史
学
習
を
、
中
世
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
習
の
視
点
と
し
て
、
中
世
に
お
い
て
「
差
別
の
社
会
的
成
立
」
を
、
近
世
初
期
に
お
い
て
「
差
別
の
政

治
的
制
度
的
成
立
」
を
、
近
代
に
お
い
て
「
社
会
問
題
と
し
て
の
部
落
差
別
の
成
立
」
を
教
授
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
中
世
に
お
け
る
「
ケ
ガ
レ
と
排
除
」
を
は
じ
め
、
近
世
に
お
け
る
「
身
分
の
固
定

化
」
「
差
別
の
強
化
」
、
近
代
に
お
け
る
「
制
度
的
差
別
の
撤
廃
」
「
部
落
差
別
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
学
習
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
部
落
史
研
究
の
成
果
が
生
か
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
学
習
展
開
で
は
、
差
別
の
中
を
生
き
た
人
々
と
の
出
会
い
か
ら
、
探
求
・
見
つ
め
な
お
し
・
振
り
返
り
と
い
っ
た
学
習

過
程
を
通
し
て
、
「
生
き
方
に
学
ぶ
」
と
い
う
点
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
部
落
史
学
習
が
培
っ
て
き
た
点
も
重
要
視
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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表1学習プログラムの構成

＼ 単元名 テーマ ねらい 視　 点

中 今に生きる
中世の文化

と差別され

た人々

中世の頃、差別されていた人々が

民衆文化を支えていたことに気づ

く。

中世における差別は政治的また制度的に固定さ

れたものではなかったが、人々の「ケガレ」意識

世 室町の文化 にもとづく賎視観はこのころに成立した。（差別

の社会的成立）

近

世

I

それぞれの
近世の社会

と差別 され

た人々

幕藩体制のもと身分制度がしだい 近世の幕藩体制は、前期から中期にかけて人々

に確立されていった中で、差別さ の中にあった賎視観を基盤に、身分制度を政治

身分とくらし れていた人々厳しい差別の中をた 的制度的に確立し固定化した。（差別の政治的

くましく生きていたことに気づく。 制度的成立）

近

世

Ⅱ

農民たちの
差別の強化

と人々のくら

し

幕藩体制がゆらぎはじめると身分 身分制の動揺は商品経済の発展による町人の

制がより強化されたこと、それに対 勢力の増大がその主な要因ではあるが、被差別

抵抗 して差別されていた人々は様々に 民の生活の向上や身分制への抵抗があったこと

抵抗したことに気づく。 もその大きな要因であった。

近
新しい学問の

影響

江戸時代の 差別されていた人々は、厳しい差

江戸中期に花開いた町人の文化を民衆レベル

で支えたのは中世からの文化を継承発展させて

世 文化と差別 別の中でも社会や文化を支えてた きた被差別民であり、また、近代医学の契機とな

IⅡ された人々 くましく生きてきたことに気づく。 った人体解剖も労働を通して技術と知識を培っ

てきた被差別民であった。

近

世

Ⅳ

長かった武士

の世の中が

終わる

差別への抵

差別の強化に対して差別されてい 江戸後期の差別法令 に対して、岡山では被差

た人々は、力を合わせて立ち上が 別民が団結して一揆を起こし撤回を勝ち取った

抗と闘い り、差別的政策を撤回させたことに が、その闘いは近代につながる差別の撤廃を求

気づく。 めた自己主張の闘いであった。

近
新政府の改革

と四民平等

明治維新 と
解放令によって制度はなくなった

が、差別は残り強められたこと、差

別された人々は、生活を高め差別

をなくそうと努力したことに気づく

「解放令」によって政治的制度的な身分制度は

崩壊したものの、明治政府の諸政策が部落の困

代 差別 された 窮化や生活の低実態を招き、貧困・不衛生など

I 人々 に対する「優生思想」が新た頚偏見として生み出

される。（社会問題としての部落差別の成立）

近

代

Ⅱ

立ち上がる
水平社の創

立と立ち上

がった人々

差別されていた人々は、厳しい差 米騒動を契機とした大正デモクラシーの動きの

別に負けず、自らの力で差別をな 中、差別された人々は、多くあ悩みや苦しみをく

人々 くそうと水平社を結成 したことに気 ぐり抜けて、団結し自らの力で解放を求めて立ち

づく。 上がった。

近

代

m

人間として
差別のない

社 会をめざ

して

今日もなお部落差別が存在してい 被差別部落の生活実態や厳しい差別を解決し

ること、その解決は国の責務である ていくために、国のとるべき姿勢や施策について

生きる とともに、すべての人々の課題でも 考えさせるとともに、ひとりひとりが差別を許さな

あることを考える。 い生き方を貫くことが求められている。
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（
二
）
　
「
聖
な
る
仕
事
を
す
る
人
々
」
の
－
C
T
教
材
開
発

本
節
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
「
聖
な
る
仕
事
を
す
る
人
々
」
　
の
教
材
を
提
示
す
る
。

本
教
材
は
デ
ジ
タ
ル
ス
ラ
イ
ド
全
十
七
枚
で
あ
り
、
外
川
氏
の
提
案
し
た
中
世
に
お
け
る
授
業
設
計
の
導
入
部
分
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
作
成
し
て
い
る
。
予
定
授
業
時
間
数
は
三
時
間
で
あ
る
。

前
半
部
分
に
は
、
菅
原
道
真
を
め
ぐ
る
当
時
の
社
会
の
動
き
を
事
例
と
し
た
「
夕
ク
リ
」
　
の
問
題
を
扱
い
、
後
半
部
分
で
は
当
時

の
社
会
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
「
ケ
ガ
レ
」
　
の
問
題
を
扱
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
　
「
ケ
ガ
レ
」
を
キ
ヨ
メ
る
人
々
と
し
て
、
河
原
者
を

提
示
し
て
い
る
。
中
世
に
お
い
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
「
夕
ク
リ
・
ケ
ガ
レ
」
を
実
際
の
史
料
か
ら
現
実
の
も
の
と
し
て
感
じ
取
ら
せ

た
上
で
、
そ
の
キ
ヨ
メ
る
役
割
を
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
以
下
に
提
示
す
る
。

資料1「聖なる仕事をする人々」スライド

主な教師の

働きかけ
提示スライド

（1）

「聖なる仕事をす

る人々」をいう勉

強をしましょう。

凍 幽 覿 癖 恒

章無暗ゆ鋤坤郎頑嘩㊥痺れ ∴

（2）

この絵 の中に菅 牒 堪 転 読 轟

原 道 真 が い ま

す。どこにいるで

しょうか。

章欄 贈 馳岸 田 駈数 ノ蓬嶺彿料∵＋
誉頂摘細戦線湖カケ∴こ

ミ、′吏轡細線ニ、ジ′、′；
慈鎚 払 憑 聖 聖 璧聖 賢 誉

瀾 軌 高 言

（資料 ：「北野天

神縁起」）

子減軽無徳料晦五十で

（3） 十 穣 殖 秘 壷 料 毎 巌 木 ㌶

菅原道真が北野 豆 や勲 蝉 蕪率 軽 轢攣 鍵 終章

天満宮 に祭られ

るまでの経 緯を

ヱ＿′ァi‡ラ㊥淳：ノ琢獣溌和郎細密上空※顔顔 凍痴凍顔碗郵疎細ゆ紅 ※

藻津 欒鴻鱒鋤時頼新潮縮※■ 華 頼 嗅 顧 ㊥ 鴻 殖 剣 舞 ※

説明しましょう。 守 照射 鯉 や 噂鯉 や 勲 鮪 浩

（4 ）

三善清行の子の

遺賢上人は次の

ような言葉を残し

ています。

（資料 ：「道賢上

人冥土記」）

轟 御 本 画 廊 画 廊 樟

十
薫

アマ畢撃墜畢聯鎮予

（5）

貴族から一般民

衆まで広く恐れら

れていたことは何

；、′′孟宗榊秘、※　 ムノぶ湖 鵬 縦く′′ニニ
タでも闇鮪淵鮫皮遜腋牒相思

溌叛
V、おははぶ敷きゲ3号、”・・AW・－′h”

でしょうか。 汚毒
、瀾

率 瀬 痺 殖 秘 本 殖 極 秘 癖 料 誉

II，I，



（12）

ケガレには大き

く3種類のケガ

レがあったと言

＋瀾 淵 紅

血 軒

（6）

それは「タタリ」

ということです。

今 日の授業の

われています。
∴ 虜 終 章

感想をノートに

書いておきまし

よう。

（13）

ケガレの伝染に
士 魂 鍼 痢 軸 麺 藤 吉

（7）

この絵から分か
適豊潤 凶 涌の外に犠華軒、、隈 ≡甜 号三三三ここど三三三′　 り

軽率痺 十

指 憲 鵠 瀦 紅 立

ついて、当時は
∵ 施 秘 顔 両 軸 顔 料 顔 鎮
V、÷撚率墜※十 ったこと、不忠

延事式という法
十卒璽鱒勲鱒蝉弊神輿華痺軒※
工米印準琳榔㌫ 議に思ったこと

で定めていたの ※減頼蝉堆卵鵬頓如謳坤1㌢∵
※一班植野照輯準辱※
′をガレ触鞠軽石消耗融止融っ毎、ここ

を言いましょう。

です（説明）。 ；′：極ここ （資料こ「春 日権

現験記絵」）

キノ聖や讐聖聖普讐㌔※

（14）

そのケガレをキ
工当や 碑蝉 嫁項章

（8）

この絵から分か
生 瀬 鋤 勲 享

ヨメる人たちが

いました（職能

民の説明）。 ラ

ったこと、不思

議に思ったこと

を言いましよう。

（資料：「餓鬼草

子」）

…　 ぷごニ、、鴻対融奴蘭由涙豆∴
※逃道㌍測道際叛斑結メ軽蝉や悩章滋

誉 鳩 派 輝 群 弊 響 隼 ∵響響警※※碗彿毎桓本■

（15）

銀閣寺の美し
十 淘 鴫 串 顔 料 亘

（9）

風葬という言葉 瀬 嘩 顧 細 斬 新
海嶺海越彿彿壷

い庭 園も河原 を知っています
骨 肇 増 野 撃 墜 黒

磯 殻 緩 鮭

者が造ったと言 か（空也上人の

われています。 言菜の説明）。 頂晦密甑豪彿㌫
十 疎 密 麺 疎 空 欒 来 （資料二化野念

仏寺）

憮 畢 堅 ㌶ 浩

（16）

竜安寺の石庭
章 攣 攣 攣 ＋

（10）

貴族からn”・般
彿料癖声十十∵㌣完溢言

も河原者によっ

て作成されたと

言われていま

民衆まで広く恐

れられていたこ

とは何でしよう

す。 か。
誉凍料串強味顔㊨碗歯料壷料寅

（17）

河原者の果たし

た役割につい 墨 壷 料 高 遠 高 歯 誉

（11）

それは「ケガレ」

ということです。

て、これから学

習を深めていき

ましよう。

誉軽 か敷 ヰ蝮 や軒 主
演 漣や 湘 軸 ⑧ 告

今日の授業の

感想をノートに

書いておきまし

よう。
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本
教
材
は
、
三
時
間
扱
い
で
あ
り
、
（
1
）
～
（
6
）
ま
で
を
第
一
時
、
（
7
）
～
（
1
1
）
ま
で
を
第
二
時
、
（
1
2
）
～
（
1
7
）
ま

で
を
第
三
時
と
設
定
し
た
。
ど
の
時
問
に
も
実
物
資
料
を
提
示
し
、
中
世
の
社
会
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ
た
「
夕
ク
リ
・

ケ
ガ
レ
」
と
い
っ
た
観
念
を
貝
体
的
に
捉
え
さ
せ
る
よ
う
配
慮
し
た
。

第
一
時
で
は
、
「
北
野
天
神
縁
起
」
よ
り
、
菅
原
道
真
を
探
さ
せ
る
活
動
を
導
入
と
し
た
。
こ
の
絵
に
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
菅

原
道
真
を
追
討
し
た
藤
原
時
平
、
追
討
に
協
力
し
た
三
善
潜
行
、
清
行
の
子
で
あ
り
後
に
道
真
を
恐
れ
修
行
を
し
た
三
善
清
戒
で
あ

る
。
児
童
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
三
人
の
い
ず
れ
か
が
菅
原
道
真
で
あ
ろ
う
と
予
想
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
道
真
は
人
間
と
し
て
こ

の
絵
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
平
の
耳
か
ら
出
て
い
る
呪
い
を
持
っ
た
蛇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
か
ら
、
当
時

の
社
会
や
人
々
が
「
夕
ク
リ
」
　
に
対
す
る
恐
怖
感
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
児
童
が
関
心
を
も
っ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
「
遺
賢
上
人
冥
土
記
」
　
の
資
料
も
重
ね
な
が
ら
、
当
時
の
社
会
が
恐
れ
て
い
た
　
「
タ
タ
リ
」
　
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

る
よ
う
留
意
し
た
。

第
二
時
で
は
、
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
や
「
餓
鬼
草
子
」
よ
り
、
家
の
外
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
病
人
、
火
を
た
い
て
お
ま
じ
な
い

を
す
る
人
々
、
別
の
器
を
使
わ
さ
れ
て
い
る
様
子
を
捉
え
さ
せ
、
現
在
と
は
異
な
る
死
と
い
う
ケ
ガ
レ
へ
の
恐
怖
を
考
え
さ
せ
る
よ

う
に
留
意
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
よ
り
伝
わ
る
風
葬
の
地
に
つ
い
て
説
明
し
、
空
也
上
人
の
言
葉
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
当
時

の
社
会
や
人
々
が
恐
れ
て
い
た
「
ケ
ガ
レ
」
　
に
対
す
る
恐
怖
感
を
、
児
童
が
関
心
を
も
っ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

第
三
時
で
は
、
延
喜
式
に
よ
っ
て
「
死
積
・
血
税
・
産
積
」
　
の
三
積
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
説
明
し
、
忌
の
日
数
や
伝
染
に
つ
い

て
も
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ケ
ガ
レ
を
キ
ヨ
メ
る
人
々
が
お
り
、
そ
の
人
々
が
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
見
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
存
在
と
し
て
の
河
原
者
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
。
最
後
に
は
、
今
後
の
学
習
が
一
層
深
ま
る
よ
う
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に
、
河
原
者
が
造
っ
た
と
す
る
銀
閣
寺
の
庭
園
、
竜
安
寺
の
石
庭
を
提
示
し
て
、
関
心
が
高
ま
る
よ
う
に
留
意
し
た
。

以
上
、
児
童
が
興
味
関
心
を
持
っ
て
学
習
を
進
行
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
と
し
て
、
実
物
資
料
を
画
像
で
示
し
な
が
ら

導
入
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
。
I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
に
、
中
世
に
お
け
る
社
会
や
人
々
の
考
え
、
被
差
別

民
衆
の
姿
を
生
き
生
き
と
捉
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
」
を
活
用
し
た
小
学
校
社
会
科
授
業
構
成

（
一
）
教
材
内
容
の
構
成

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹ
」
は
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
二
〇
〇

五
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。
本
番
組
は
、
昔
の
日
本
人
の
栄
光
を
語
り
、
主
人
公
た
ち
の
行
動
と
偉
業
を
た
た

え
、
困
難
に
立
ち
向
か
い
成
功
さ
せ
た
挑
戦
者
た
ち
の
記
録
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
T
V
番
組
を
授
業

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
火
事
の
恐
ろ
し
さ
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の
様
子
を
捉
え
さ
せ
、
学
習
へ
の
関
心
意
欲
を
高
め
さ
せ
る
の
に
適

．
J

し
て
い
る
。
新
保
元
康
氏
は
「
社
会
科
の
教
師
こ
そ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹ
を
授
業
と
し
て
実
践
す
べ
き
で
あ
っ
ね
」
と
述
べ
、

6

渡
辺
敏
氏
は
「
各
分
野
で
働
く
人
の
す
ば
ら
し
さ
に
ふ
れ
さ
せ
た
叛
」
と
評
価
し
て
い
る
。
最
も
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た
の
は

前
田
聡
一
氏
で
あ
る
。
氏
は
本
番
組
五
十
四
回
放
送
の
「
腕
と
度
胸
の
ト
ラ
ッ
ク
便
」
　
の
視
聴
を
通
し
て
、
宅
急
便
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

7

の
成
功
が
も
た
ら
し
た
社
会
と
私
た
ち
の
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
、
授
業
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
て
い
有
。
本
小
稿
で
は
、
前
田

氏
の
分
析
方
法
に
学
び
な
が
ら
、
教
材
番
組
の
内
容
と
活
用
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
教
材
「
炎
上
、
男
た
ち
ほ
飛
び
込
ん
だ
－
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・
伝
説
の
消
防
士
た
ち
ー
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
日
本

災
害
史
上
例
を
見
な
い
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
火
災
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
火
災
で
絶
望
的
と
い
わ
れ
た
高
層
階
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か
ら
六
十
六
人
も
の
人
命
が
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
教
材
は
命
が
け
の
救
出
活
動
の
中
心
と
な
っ
た

東
京
消
防
庁
の
精
鋭
部
隊
「
特
別
救
助
隊
」
　
の
消
防
士
た
ち
の
救
出
を
克
明
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
教
材
番
組
は
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
パ
ー
ト
A
I
パ
ー
ト
B
l
パ
ー
ト
C
l
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
　
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
番
組
の
内
容

を
以
下
に
記
し
て
み
よ
う
。

表
2
　
番
組
の
内
容
と
習
得
が
期
待
さ
れ
る
知
識

エ ノ1 ノ〈 ノ1 プ
場ピ 1 l 1 ロ

ロ ト ト ト ロ
l
グ
C B A l

グ
面

○ 0 ． ○ ○ ○

内

特 関　「 救　真 特 番
別 係　フ 助　冬 別 組
救 は　ラ 隊　の 救 の
助 命　ツ は　真 助 要
隊 を　シ ’夜 隊 点
の 預　ユ 屋　中 は と
も け　オ 上　に 逃 製
つ る l か　ホ げ 作
社 関　バ ら　テ 遅 者
一∠ゝフミ 讐 J 部　ル れ の的 屋　の た 解
意 琶 崖 に　火 人 釈
味 飛　災 の を
を び　が 救 コ
明 莞 賢 込　発 田 ン
確 み　生 を パ
イ覧 竃 買 ’し 専 ク

九　た 門 ト 容
「 〕 に に と

照

る

行 提 習
曾 完

等 寧

う
レ
ス
キ
ユ
1

亮 得
が
期
待
さ
れ
る
知
識

0　　‾．．．．、．．‾
i i

i i

の

ち は

し
1ナーe
車
で
は
近
づ
け
な
し＼
場
所
が
あ
っ
た
°
特
別

部
隊
で
あ
り

厳
し
い
訓
練
を
し
て
い
る
°



以
上
の
内
容
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
も
に
提
示
さ
れ
、
共
感
的
に
理
解
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
パ
ー
ト
B
・

C
で
は
消
防
士
の
強
い
使
命
感
が
共
感
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
構
成

前
節
に
て
、
提
示
し
た
教
材
を
活
用
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
。

本
教
材
は
学
習
指
導
要
領
（
4
）
を
扱
う
も
の
で
、
比
較
的
身
近
な
災
害
で
あ
る
火
災
を
取
り
上
げ
、
消
防
署
で
働
く
人
々
の
日

常
の
取
り
組
み
や
緊
急
事
態
に
対
す
る
備
え
を
は
じ
め
と
す
る
工
夫
や
努
力
を
つ
か
む
と
と
も
に
、
学
校
周
辺
の
防
火
施
設
や
設
備

な
ど
を
調
べ
る
活
動
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
の

柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
表
現
活
動
に
お
い
て
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
見
直
す
た
め
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
や
防
火
の
啓
発
を
兼

ね
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
り
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
火
災
は
実
際
に
映
像
で
見
る
こ
と
で
、

そ
の
恐
ろ
し
さ
や
働
く
人
々
の
様
子
を
と
ら
え
学
習
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
や
特
別
番
組
な
ど
I

C
T
を
活
用
し
た
授
業
作
り
が
効
果
的
と
な
る
。

本
教
材
が
想
定
す
る
単
元
「
地
域
の
安
全
な
く
ら
し
を
守
る
－
火
事
か
ら
人
々
を
ど
う
守
る
の
ー
」
　
の
目
標
は
、
「
火
事
か
ら
人
々

の
安
全
を
守
る
活
動
に
関
心
を
も
ち
、
消
防
署
を
中
心
と
し
た
緊
急
に
対
処
す
る
体
制
、
火
災
現
場
で
の
活
動
、
ま
た
、
火
事
に
備

え
る
消
防
署
の
仕
事
や
地
域
の
消
防
施
設
、
消
防
団
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
見
学
や
調
査
・
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど
を
通
し
て
調
べ
、

人
々
の
安
全
を
守
る
関
係
諸
機
関
の
働
き
と
人
々
の
工
夫
や
努
力
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
」
　
こ
と
で
あ
る
。

指
導
構
成
と
し
て
は
、
次
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。
次
頁
に
そ
の
構
成
案
を
示
す
。
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資料2　「地域の安全なくらしを守る一火事から人々をどう守るの－」指導構成案

（学習活動：3時間）

○身近な地域での火災の経験や

防災訓練を通して、気づいたこ

とについて話し合う。

○火事の発生件数の資料から、分

かったことを話し合う。

○火災から私たちのくらしを守

る仕組みや人々の働きについ

て調べる計画をたてる。

第

第

（学習活動：10時間）

○消防署を見学して調べる。

・119番の連絡の仕組み

・現場での活動について

・火事に備える日常の仕事

○地域の消防設備を調べる。

○地域の人々はどのように協力

しているのかを調べる。

○ビデオで調べる（本時）。

（学習活動：2時間）

○調べたことをもとに、火事から

人々を守るための働きや努力に

ついてまとめる。

○地域の防災マップを作る。

○防災ポスターを作る。

－275－

（予想される児童の反応）

・火事になると、けが人が出る。

こわいね。

・火事にならないようにするた

めに備えるための活動をし

ているよ。

・消防署に見学に行こう。

・見学の仕方やインタビューの

仕方を考えよう。

（予想される児童の反応）

・すばやく行けるように工夫し

ているんだ。

・火事を防ぐためにも努力して

いるんだ。

・消火栓や防火水槽が町に散ら

ばっているんだ。

・地域の消防団は消防署のお手

伝いをしている。

（予想される児童の反応）

・火事を消したり防いだりする

ためにいろいろな人が働いて

いるのが分かった。

・消防署の人々は私たちの安全

を守るために24時間働いてい

ることが分かった。



（
三
）
－
C
T
活
用
場
面
に
お
け
る
主
な
教
師
の
働
き
か
け
と
留
意
点

I
C
T
活
用
場
面
に
お
け
る
教
師
の
働
き
か
け
と
留
意
点
を
一
覧
表
に
し
て
示
す
。

表
3
　
I
C
T
活
用
場
面
細
案

教
師
の
働
き
か
け

「
　
今
か
ら
、
5
つ
の
場
面
に
分
け
て
ビ
デ
オ
を
見
ま
す
。

こ
の
ビ
デ
オ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ノ
ー
ト
に
写
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
分
か
っ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に

箇
条
書
き
に
書
き
な
さ
い
。

三
、
各
場
面
の
メ
モ
を
付
箋
に
書
き
な
さ
い
。

四
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
表
し
な
さ
い
。

五
、
消
防
士
は
ど
ん
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
か
。

指
導
上
の
留
意
点

0
5
つ
の
場
面
に
分
け
て
視
聴
す
る
こ
と
、
場
面
ご
と
に
時
間
を
と
っ
て
ノ
ー
ト
整
理
す

る
こ
と
を
伝
え
る
。
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
　
「
パ
ー
ト
A
」
　
と
い
っ
た
具
合
に
テ
ー
マ
ご
と
に

整
理
さ
せ
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
場
面
で
は
ビ
デ
オ
視
聴
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
大
事
な
キ

ー
ワ
ー
ド
　
「
昭
和
五
十
七
年
」
　
「
大
都
会
」
　
「
伝
説
の
消
防
士
」
　
「
家
族
の
姿
」
　
「
明
け
暮

れ
る
訓
練
」
　
「
生
死
を
か
け
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
　
「
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
男
」
　
「
迫
り
く
る
炎
」

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
」
　
「
決
死
の
突
入
」
）
　
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

○
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
た
場
面
で
は
教
師
が
助
言
を
行
い
、
習
得
が
期
待
さ
れ
る
知
識

が
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
5
つ
の
場
面
ご
と
に
部
分
視
聴
す

る
。
そ
の
都
度
、
メ
モ
書
き
を
さ
せ
る
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
モ
を
色
分
け
さ
れ
た
付
箋
に
書
く
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
付
箋
を
K
l
法

に
よ
り
整
理
さ
せ
る
。
同
じ
気
づ
き
が
あ
っ
た
も
の
に
注
目
さ
せ
る
。

○
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
言
さ
せ
る
。
視
聴
の
主
眼
で
あ
る
パ
ー
ト
B
と

C
に
児
童
の
思
考
を
集
中
さ
せ
る
。

【
予
想
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
】
　
特
別
救
助
隊
は
9
人
の
命
を
助
け
出
し
た
。
は

し
ご
車
で
は
近
づ
け
な
か
っ
た
。
ひ
と
り
の
命
を
助
け
出
す
た
め
に
が
ん
ば
っ
た
。

自
分
の
い
の
ち
を
考
え
ず
に
救
助
し
た
。
隊
長
と
隊
員
は
す
ご
い
絆
が
あ
る
。

【
予
想
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
】
　
様
々
な
救
急
道
具
（
ロ
ー
プ
や
空
気
ボ
ン
ベ
）

を
使
っ
て
救
助
を
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
協
力
し
て
救
助
を
し
て
い
る
。

実
際
の
救
助
の
た
め
に
、
毎
日
訓
練
を
し
て
い
る
。
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以
上
、
I
C
T
活
用
場
面
に
お
け
る
教
師
の
働
き
か
け
と
留
意
点
を
示
し
た
。

教
材
番
組
視
聴
が
長
時
間
に
な
る
こ
と
か
ら
、
部
分
視
聴
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
視
聴
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
最
初
に
提
示
し
、
習
得
が
期
待
さ
れ
る
知
識
が
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
K
J
法
に
よ
り
意
見
を
整
理
さ
せ
て
、
同
じ
気
づ
き
の
あ
っ
た
も
の
を
中
心
に
発
表
を
さ
せ
、
話
し
合
い
が
焦
点
化
す
る
よ

う
に
配
慮
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
I
C
T
活
用
場
面
が
単
な
る
ビ
デ
オ
視
聴
の
時
間
で
な
く
、
学
習
の
文
脈
に
そ
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
留

意
し
た
。

四
　
お
わ
日
ソ
に

本
小
稿
で
は
、
小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た
二
事
例
の
教
材
開
発
お
よ
び
教
材
活
用
を
提
案
し
て
き
た
。
I
C

T
教
育
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
な
る
小
学
校
で
育
て
る
べ
き
「
情
報
活
用
能
力
」
　
の
中
心
は
、
「
情
報
活
用
の
実
践
力
」
　
で
あ
る
。

本
小
稿
で
示
し
た
「
聖
な
る
仕
事
を
す
る
人
々
」
の
教
材
開
発
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹ
」
を
活
用
し
た
授
業
構
成
は
、
従
来
の
メ
デ
ィ

ア
で
学
ん
で
き
た
も
の
と
は
異
な
る
歴
史
観
や
社
会
認
識
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
も
I
C
T
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
「
情
報
活
用
能
力
」
と
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
学
習
活
動
の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ツ
ー
ル
と

し
て
の
I
C
T
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
「
情
報
活
用
の
実
践
力
」
育
成
の
た
め
に
は
、
他
方
、
基
礎
・
基
本
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
系
統
的
に
お
さ
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
目
的
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
情
報
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
の
か
が
教
科
に
お
け
る

I
C
T
教
育
で
は
重
要
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
社
会
科
学
習
で
は
調
べ
学
習
の
中
で
の
I
C
T
活
用
や
学
習
の
ま
と
め
で
の
表
現
手
段
と
し
て
の
I
C
T
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
学
校
間
交
流
学
習
な
ど
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
情
報
交
換
は
、
共
同
調
査
や
協
働
活
動
の
可
能
性

を
開
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
I
C
T
活
用
に
お
け
る
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

仙
　
稲
垣
忠
「
小
学
校
に
お
け
る
I
C
T
教
育
の
実
際
」
（
『
I
C
T
教
育
の
実
践
と
展
望
』
　
（
日
本
文
教
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
六
〇
～
七
一
頁
）
。

㈱
　
鈴
鹿
市
部
落
史
作
成
委
員
会
『
部
落
史
学
習
へ
の
誘
い
』
（
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
、
人
権
教
育
指
導
者
用
手
引
き
編
集
委
員
会
『
気

づ
く
・
学
ぶ
・
広
げ
る
人
権
学
習
‥
人
権
教
育
指
導
者
用
手
引
き
』
（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
）
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
人
権
同
和
教
育

課
『
学
習
者
の
視
点
か
ら
学
び
を
創
る
』
（
鳥
取
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
振
興
室
地
域
教
育
振
興
課
『
人

権
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
展
開
パ
ー
ト
二
』
（
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

㈱
　
外
川
正
明
①
『
部
落
史
に
学
ぶ
－
新
た
な
見
方
・
考
え
方
に
た
っ
た
学
習
の
展
開
－
』
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
同
②
『
部
落
史
に
学
ぶ
2
－

歴
史
と
出
会
い
未
来
を
語
る
多
様
な
学
習
プ
ラ
ン
1
』
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
　
が
あ
る
。

㈲
　
外
川
①
前
掲
書
、
三
四
～
三
五
貢
。

㈲
　
新
保
元
康
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹ
に
涙
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
」
（
『
社
会
科
教
育
』
五
一
二
　
八
明
治
図
書
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
）
。

㈲
　
渡
辺
敏
「
働
く
人
の
夢
を
知
ろ
う
」
（
『
社
会
科
教
育
』
五
一
一
一
八
明
治
図
書
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
二
～
一
一
三
頁
）
。

㈹
　
前
田
聡
一
「
共
感
的
理
解
型
T
V
番
組
を
活
用
し
た
社
会
科
授
業
構
成
」
（
『
社
会
科
研
究
』
第
六
一
号
（
全
国
社
会
科
教
育
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）

四
一
～
五
〇
貞
）
。
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